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令和元年度 巡回型めむろ未来ミーティング報告書（1/16 祥栄ふれ愛館） 

【めむろ未来ミーティング日程 9】 

令和 2 年 1 月 16 日(木) 

10:00～11:27 

祥栄ふれ愛館 
 

 

■参加者 ８人 

■芽室町 町長、企画財政課長、農林課長、建設都

市整備課長 

■記 録 矢野 

 

 

 ■対応・検討が必要な事項   

①旧祥栄小学校ＰＧ場管理の件（総務課） 

 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 町からの説明事項 

 『公共施設の配置構想』 

４ 意見交換 

 

【意見】 

祥栄保育所の件。旧祥栄小学校体育館なども含め

た今後のあり方について考えを聞きたい。 

 

【企画財政課長】 

 結論から言うと今後どうするかは決まっていない。

一般的な考えとして使っていない建物は安全性など

を考慮すると解体という考えである。また、安全性

が確保されたうえで地域として活用がある場合には

お貸しすることも考えられる。 

 

【町長】 

 地域のコミュニティとして地域自身がどのように

考えているのかという視点になってくる。 

この地区でいえばふれ愛館という比較的新しい福

祉館があるが、グラウンドや体育館の活用があると

すれば、今後の在り方も変わる場合もある。 

 

【意見】 

パークゴルフ場も含めるとかなり広範囲を管理し

ている。 

 

【町長】 

このままにすると建物もさらに古くなり危険を伴

うこともあるので、地域協議のきっかけを促すよう

にしたいと思う。 

 

【意見】 

 関連して。保全組合で草刈りなどを実施している

が最初は２．３年だと聞いているが、この先何年く

らい実施する必要があるのか①。 

 また、小学校の裏にはパークゴルフ場があって森

林組合が管理しているが立ち木もかなりあって大変

苦労しながらの作業であり、取り除いてほしい気持

ちがある①。 

 

【町長】 

保全組合にご苦労かけていると感じている。町有

地であることから地区と協議して計画的な構想を示

す必要があると思っている。担当課に伝える。 

 

【意見】 

 ピウカ親水公園の整備について。具体的にどんな

公園になるのか。 

 

【建設都市整備課長】 

平成２８年災害でピウカ川についても水位がかな

り上昇した。北海道河川であるピウカ川の河川工事

を道が実施していることを受け、同じタイミングで

町は公園を、道は安全な河川工事を実施しているも

のである。 

具体的には国道３８号から２丁目通りの高岩橋ま

でのピウカ川沿いを歩けるような遊歩道がある公園

にしたい。花菖蒲園の一部には幼児が遊べる遊具な

ども設置したい考えがある。 
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【町長】 

国道から２丁目通りまではなかなかの距離がある

ので、どこまで実現するかは不透明ではあるがサイ

クリングやジョギングができるような歩道もあると

理想的だ。令和３年度から着工の予定である。 

 

【意見】 

５歳と２歳の娘がいる。更別のどんぐり公園や足

寄の大きな滑り台が大変人気で家族連れが多い。一

方、芽室公園は噴水が人気ではあるが西側遊具は古

くて数も少ないと思う。 

 

【建設都市整備課長】 

芽室公園については、噴水の老朽化があり、今後

は再整備を進めていく予定。 

 

【意見】 

関連して。ピウカ親水公園ができることなので西

小学校の児童にも水や魚と触れ合える場になってほ

しいと思う。最近ではコミュニティスクールとして

地域とともにある学校という活動が盛んになってき

た。 

 

【町長】 

地域の中の学校づくりというコミュニティスクー

ルが動き出していることから教育委員会にも伝えた

い。 

 

【意見】 

 祥栄橋の工事は何をしているのか。 

 

【建設都市整備課長】 

 橋の継ぎ目には伸縮装置というものが設置してあ

る。地震や車の通過の変形などを吸収するものを取

り換え工事を行っている。２月末には終了する予定

である。 

 

【意見】 

 祥栄橋の寿命というか、取り換える見込みは。 

 

【建設都市整備課長】 

 橋の架け替えというものではなく、長寿命化をは

かって直しながら長く利用していくことが前提。 

 

【意見】 

 農道の件。先日の若い農業者と会合があって、そ

の時の話では道の凸凹が多く、トラック運転してい

ても危険に感じることがある。 

 

【建設都市整備課長】 

 クリリンセンターへの道路などの要望は聞いてい

る。確認したい。 

 

【町長】 

 橋の件。芽室町だけではなく、全国的に橋の老朽

化が問題になっている。祥栄橋クラスの橋の架け替

えとなると多額の費用がかかることが予想されるこ

とから、基本的には長寿命化と言って不具合を部分

的に直しながら長く使っていくというスタンスは全

国的な流れである。 

 農道については担当に伝えてほしい。また、現在

はトラックの大型化はもちろん、道路自体が昔の基

準で作っているために、沈みや歪みがでてしまう箇

所が町内には多い。危険度や緊急度を確認しながら

直していきたい。 

 

【意見】 

 上関山神社の降りたところ道路が危ない。 

 

【建設都市整備課長】 

 現場を確認する。町長が説明したとおり昔の道路

整備基準は砂利の量なども少ないこともあり、現在

の大型化した車両を想定していないのでどうしても

痛みが出てしまう。町内の道路すべてを今の基準に

することは財政的にも厳しいことから道路の交通量

など総合的に勘案して計画的に整備していきたい。 

 

【意見】 
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 水道の件。切り替えはいつころの予定か。最近は

工事をして管が山に向かって刺さっているのを見た。

平和地区のほうから水が来るのか。 

 

【町長】 

 浄水場の整備は進んでいる。管路と通水するまで

に時間を要するが今年の秋頃を目指している。 

 昨年も浄水装置の話などを聞いて、フィルターを

再度かけたうえで提供すると担当課から報告を受け

ているので水質はよくなっている。 

 

【意見】 

 未来ミーティングということで５年先などの話で

はなく、３０年先５０年先の将来像という見据えた

まちづくりというのは難しいのか。当然人口が減り、

労働力が減り、確実に今よりも厳しい時代になって

いくことは想像できる。 

 

【町長】 

 非常に難しい問題。例えば、１０年前にはこれほ

どスマートフォンの普及などは考えもしなかった。 

 確実に言えるのは人口減少は止められない、少子

高齢化は防げない。これからは今住んでいる方が活

き活き暮らせるかということが大切。関係人口とい

う言葉があり、芽室町を応援してくれる外の人を増

やし、その人に芽室町に来てもらったり、最終的に

は居住まで繋がれば理想。そのような活気ある町づ

くりが必要だと思っている。 

 高齢化は進むが現在の６５歳は若々しくて行動的

な方が多いので、その方たちが活躍できるような場

所や仕組みが求められている。その一方で働く方が

減ることで財源的な面で厳しくなることも予想され

るので、ある程度は我慢も必要になってくるかもし

れない。 

 

【意見】 

 最近まで郊外に大型スーパーを建設開発していっ

たが、その結果として市街地の商店街が寂れてシャ

ッター街になってしまったところが多い。 

 

【町長】 

 中心市街地については、疲弊しているスピードが

速いという気持ちがある。考え方として店舗の集積

は謳っていて、商店街や商工会とも話し合いを進め

ている。ほかの会場で話をさせてもらっているが本

通りや２丁目付近を中心に進めていこうと思ってい

る。店舗の集積やチャレンジできるお店を呼び込も

うなどとの発想もありだと思う。 

 

【意見】 

 公立芽室病院の件。人が少なくなっているからこ

そ産婦人科の中止は残念だと思う。 

 

【町長】 

 公立芽室病院の役割を今一度考える時だと思って

いる。ほかの会場でも産婦人科の復活を求める声も

聞くが、医師や助産師などを確保するのは本当に厳

しい状況。 

 これからは慢性期やリハビリなど回復の部分に特

化した形で強みを出していかないと生き残っていけ

ない状況になる。西部十勝の拠点病院としての役割

を持てば公立としてできると思っている。 

 

【意見】 

 町中の閉そく感の話。 

 郊外店に加えて、学校の郊外化も大きいと思って

いる。かつて芽室高校が市街地にあった時は今より

も人口が少なかったが、高校生が放課後に町中を歩

くことで活気があったと思う。土地がなくて現在の

場所に芽室高校が移り、利便性向上のために大成駅

を作ってどうなったか。高校生は市街地にはほとん

ど寄り付かなくなって、現在の状況になった。 

 結果的には先を全く読めていなかったことになる

が、学生が町中を歩くことで本屋や文房具屋に立ち

寄ることで賑わいが生まれると思う。 

 

【町長】 

 難しい問題である。 

話は逸れるが今年の新成人は２０７人。その一方

で去年一年間に生まれた赤ちゃんは１００人を切っ
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ている。６年後の新一年生は町内３クラスで足りて

しまう計算になる。そうなると学校の配置なども変

わる可能性も考えられる。 

  

【意見】 

 未来を見通すことは難しいかもしれないが、町の

将来を見通すプロジェクトなども必要かもしれない。 

 

【意見】 

十勝の農業には魅力を持っている女性も多いと聞

く。後継者対策という視点でも芽室町をＰＲしても

いいと思う。 

 

【町長】 

 芽室町の景色などは、地元の人には当たり前と思

ってしまうが、外から来たひとには魅力的と感じる

こともある。嵐山の風景にしても道外からの人から

も高い評価を受けている。また、意外と知られてい

ない町の魅力の発信も重要だと思っている。 

  

【意見】 

 新得のレディースファーム、鹿追のピュアモルト

クラブなど有名なところがある。それをきっかけに

酪農家に嫁いだりするケースもあると聞くが。 

 

【町長】 

 新得や鹿追に比べると芽室町は危機感が少なかっ

たかもしれない。この農試住宅もすべてではないが、

それをきっかけとして農業研修生なども含めて進め

ていきたい。 

 

【意見】 

 障がい者の就労先として九神ファームやばあばの

昼ごはんなども意外に知られていないと思う。それ

を知ってもらうことで魅力につながると思う。 

 

【農林課長】 

 同じ考えである。かぼちゃとゆり根において、障

がい者の農業現場への受け入れとして、お試し的に

実施した。生産者からは好評であり、労働者として

活躍できるとの声をいただいたので、今後もＪＡと

マッチングを含めて継続していきたい。 

 

 

11:27 終了 

 

 

 


